
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい年を迎え、子供達はこの１年がどんな年になるのか、期待に胸を膨らま

せていることでしょう。 

 昨年の４月に入学した子どもたちも、あと３ヶ月で２年生になります。３学期

は、学習面でも生活面でも、１年生で学んだことをしっかりと身に付けられるよ

うにしたいと思います。 

 子ども達一人一人が目標をもって意欲的に取り組めるように、担任一同頑張っ

てまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

音楽… にほんの うたを たのしもう 

体育… 鉄棒遊び、ボール蹴りゲーム 

道徳… 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度 
感動、畏敬の念, 
善悪の判断、自律、自由と責任 

特活… 学校をきれいに 

国語… なりきって よもう、くわしく きこう 
    ことばで あそぼう 

どうぶつの 赤ちゃん、ものの 名まえ 
    川口国語チャレンジ 

算数… 大きい かず、たしざんとひきざん 

生活… ふゆとともだち 
    もうすぐ みんな２年生 

図工… いろんな ともだち はなしだす 
    ふわっと ぎゅっと おはながみのえ 
 

学習予定 

～３学期の生活について～ 
冬休みは、各家庭にご協力いただき、子どもたちは健康・安全に過ごすことができました。寒さも一層厳

しくなる中で、３学期の生活について、今一度以下の点にご協力をよろしくお願いします。 

☆学校内での生活について 

（１）衛生面から、毎日清潔なハンカチ、ティッシュを確実に用意して、持参してください。また、予備の

マスク（５枚程度をチャック付きの袋に入れて）、予備のハンカチ、ティッシュ（１つずつ）をランド

セルに入れておいてください。 

（２）体育授業では長そでの下着を着たり、タイツをはいたりはできません。授業時間変更により予定時

間以外でも体育を行う場合がありますので、タイツで来る場合は靴下も併せて持たせてください。 

（３）持ち物に名前を書いてください。 

☆学校外の生活について 

（１）お金の使い方について、貸し借りはしないように指導しています。 

ご家庭でも、お年玉や小遣いの使い方をお子さんと一緒に話し合ってください。 

（２）「誰と」「どこへ」「どんな遊びをするのか」「何時に帰るのか」など、外出の際の約束事を、ご家庭で

もう一度確認してください。 

（３）学区外へは子どもだけでは行かないことを確認してください。 

（ゲームセンター、ショッピングモールなど） 

川口市立青木中央小学校第１学年 学年だより 
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〈お知らせ〉 
○1月９日（金）に競書会があります。書き初めのお手本とフェルトペンを忘れずにご準備

ください。 

○今年も「川口市国語チャレンジ」を実施します。 

１ 実施日：１月２１日（水） 

２ 実施時間：３０分 

３ 実施方法：ペーパーテスト 

４ 出題範囲：１・２学期の国語の学習内容 

①漢字・カタカナの読み書き ②ことば ③文章 

〇ノートについて 

３学期から算数ノートのマスが変わります。新しいノートは学校で一括購入しました。 

国語のノートは、２学期とマスは変わりません。ページがなくなりそうでしたら同じマス 

のものをご家庭で準備してください。 

（２学期と同じ）国語→12 マス（12×８） （３学期から）算数→17 マス（17×13） 

表紙はキャラクター以外のものでお願いします。 

また、２年生になってからは、ノートのマスの大きさが変わります。ご承知おきください。 

 

≪１年生！ 青木っ子に非認知能力を育む  言葉かけチャレンジ≫ 

① こんなとき、どうしますか？ 

子どもの個性の育ち方（発達）には個人差があります。例えば、得意な部分は実年齢＋２才

ほどでグングン育ち、苦手な部分は実年齢－２才ほどでゆっくり育つ子もいます。むしろ、何

でも平均的にムラなく育つ子のほうがまれだと思えます。では、その個性や成長をどのように

伝えますか。 

② POINT！ 

比較は、その子自身とします。 

③ 例えば… 

 

 

 

 

⇒1年前、2年前のその子と比べ、少しでもできることが増えていたら、同級生がどうであれ、自

分では気づきにくい、その子なりの小さな進歩や成長を言葉にして、フィードバックしてあげ

るといいでしょう。人より少々時間がかかっても、できることが増えていることに気づけば、

確実にその子の自信につながります。 

「伝わる！声かけ変換」大場美鈴著 あさ出版 より 

    

【Before】 

「○才なら／○年生ならできるハズ」 

「△△ちゃんは、もうできているよ」 

【After】 

「去年より、自転車に乗るのが上達し

ているね」 

「最近は、漢字がスラスラ出てくるね」 

Change 


